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事
件
机
志
氏
の
作
者
に
闘
し
て
は
‘
之
を
一
五
ひ
て
左
丘
明
と
な
す
の
が
、
五
来
の
活
一
訟
で
あ
る
が
、
市
も
友
丘
明
北
九
の
人
の
姓
氏

ι槻
し
で

は
ら
或
は
姓
は
左
，
名
は
丘
切
と
一
五
ひ
‘
或
は
左
丘
復
姓
，
名
は
切
な
り
と
一
五
ひ
，
或
は
左
丘
明
前
後
二
人
あ
り
も
共
の
一
人
は
友
姓
、
丘

明
は
名
‘
北
(
の
他
の
一
人
は
、
姓
は
左
丘
名
は
切
と
一
五
ひ
‘
又
或
は
，
左
は
放
も
丘
は
姓
事
明
は
名
と
一
五
ふ
の
冬
、
向
江
濠
訟
紛
え
と
し
て

定
設
な
き
所
で
あ
る
。

左
氏
作
者
を
以
て
友
丘
明
と
な
す
の
訟
は
、
史
記
十
二
誇
侯
年
表
作
に
、

魯
君
子
左
丘
明
制
限
弟
子
人
々
兵
端
各
小
女
共
立
北
〈
共
長
。
故
川
内
孔
子
山
久
記
円
以
(
論
サ
一
(
一
話
。
成
主
氏
ん
が
秋
。

と
存
す
る
を
以
て
暢
矢
と
す
る
。
市
し
て
、
北
(
の
所
部
品
川
N

魚
川
計
千
五
f
k
m切
が
必
!
と
よ
州
諸
の
左
JK
羽
左
指
せ
る
や
否
ゃ
に
就
い
て
.
史
公
は

仰
い
奇
明
一
一
目
す
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所
は
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い
が
ち
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十
祁
秋
左
氏
を
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、
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乞
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治
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ム
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こ
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し
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ゐ
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と
存
ず
る
も
の
是
で
あ
る
。

収
に
左
氏
ん
が
秋
を
以
て
北
ハ
の
作
を
左
丘
切
に
紫
く
る
と
す
れ
ば
、
作
品
ハ
の
名
付
く
る
所
よ
り
之
子
一
推
し
て
、
主
は
抗
、
丘
切
は
名
な
り
と

一
辺
ふ
べ
き
か
も
或
は
劉
資
栴
所
訟
の
ど
と
く
、
絞
れ
(
光
丘
)
は
北
(
の
出
?
の
一
の
み
一
主
)
を
都
し
符
る
と
な
し
け
れ
れ
ば
な
ら
ね
。
散
は
此
の
故
託
、

及
川
か
秋
友
氏
丘
切
所
修
一
諮
問
、
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大
史
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に
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松
市
陰
約
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出
川
口
刻
。
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子
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市
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所
引
者
凡
七
一
部
。
然
以
今
考
之
。
孔
子
作
小
林
秋
。
花
時
刊
行
以
後
。
非
厄
隙
抗
日
之
時
。
日
間
見
之
成
。
懸
諸
凶
門
。
是
時
不
九
平
方
伐
…
栄
相
c

亦
米
一
遊
山
勾
。
向
山
原
放
逐
。
作
際
駁
一
。
布
俊
一
土
之
世
。
主
間
以
…
袋
一
土
。
乃
一
巡
之
江
市
。
非
放
…
迷
市
賦
限
強
也
。
か
料
非
情
。
作
市
桃
川
沿
妹
。
北
山

在
一
位
料
・
持
。
泰
一
土
九
日
立
ぺ
笠
岡
市
好
之
。
持
ル
比
一
実
使
…
祭
。
ナ
即
日
十
一
介
内
一
登
山
作
一
謀
議
一
問
、
也
。
開
純
一
一
一
一
一
一

と
清
儒
控
迷
の
論
ぜ
る
が
如
く
，
絞
…
山
下
己
兆
一
栄
ふ
べ
き
も
の
あ
る

K
考
へ
ら
れ
、
従
っ
て
‘
北
八
の
中
に
扶
、
ま
る

L
B
m潟
左
丘
失
明
以
有
凶

誌
の
誌
も
，
亦
一
倍
ボ
ノ
べ
か
ら
ざ
る
も
り

L

知
く
に
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
り
な
が
ら
、
左
丘
北
八
明
、
阪
有
凶
一
品
在
日
に
北
ハ
の
下
の
孫
子

原
側
、
市
総
兵
法
K
つ
て
は
、
浅
知
一
…
同
市
民
選
体
報
任
安
蓄
に

B

一件び

及
知
弁
一
丘
明
俗
…
M

円
。
孫
子
断
定
。
務
不
可
制
。
退
論
引
一
一
日
集
。
以
針
北
(
ば
川
中
。

と
載
せ
て
足
り
も
史
記
孫
山
川
〈
列
俸
‘
孫
試
の
孫
孫
践
の
俊
一
札
は
も

孫
僚
以
此
名
頴
天
下
。
並
簿
北
(
兵
法
c

と
一
五
ひ
，
韓
非
子
難
一
一
一
一
口
第
K
は弱

侍
設
特
援
。
孫
子
騒
蹄
於
致
。
突
起
収
泣
於
岸
門
。
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と
存
し
て
，
孫
子
滋
線
高
論
兵
法
の
一
出
場
予
或
は
~
一
戸
川
な
る
を
忠
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
宿
し
て
、
今
左
丘
北
人
間
の
事
、
太
史
公
之
に
配
し

て
事
再
出
す
る
に
見
れ
ば
も
左
丘
北
八
mm
の
事
も
亦
或
は
信
じ
て
可
な
る
も
の
と
一
一
一
一
口
は
れ
ね
ば
な
ら
お
c

且
つ
、
前
掲
太
史
余
白
序
の

間
的
約
一
夫
同
十
九
演
期
日
針
。
孔
子
厄
際
政
一
月
。
作
春
秋
c

毘
涼
放
逐
c

一
者
離
騒
。
不
茸
遠
山
知
c

社
侍
品
質
。
斡
非
図
案
。
設
齢
相
識
憤
。

舎
の
一
拾
に
つ
い
て
更
に
之
を
見
れ
ば
、
北
ハ
の
災
厄
K
選
ふ
と
著
作
せ
る
と
も
北
(
の
年
次
は
泊
に
控
誠
一
所
設
の
如
く
一
貫
一
事
と
相
反
す
る
も
の
あ

り
と
す
る
も
，
北
ハ
の
災
厄
と
成
著
と
の
俄
々
の
一
歴
史
的
事
件
に
至
つ
て
は
も
各
人
民
悉
く
い
信
じ
て
可
た
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
非
、
の
中

に
存
す
る
友
丘
北
八
明
も
必
や
ノ
し
も
不
信
を
絡
し
待
な
い
。
か
く
て
之
を
見
れ
ば
事
左
丘
北
〈
切
の
一
訟
は
必
ム
ャ
ノ
何
等
か
の
一
帯
賓
停
承
K
基
い
て
記

す
る
所
あ
り
と
一
一
一
一
向
は
れ
ね
ば
左
ら
ね
。

阪
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て
，
此
の
認
を
以
て
存
す
べ
し
と
な
せ
ば
、
表
序
正
左
丘
明
成
五
氏
出
作
秋
と
一
五
ひ
、
(
之
を
以
て
左
氏
姓
を
解
す
も
の
と
な
す
限

り
)
、
自
序
に
友
夫
丘
切
，
阪
有
凶
器
と
一
五
へ
る
と
は
、
五
丘
山
川
政
氏
に
間
附
し
て
企
く
杓
背
馳
す
る
の
己
な
き
に
む
至
る
の
で
る
る
。
(
尤
も
複

放
左
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を
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。
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作
間
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作
左
持
者
別
一
入
。

ド
小
人
口
G

と
説
け
る
な
ど
、
持
な
前
宥
の
矛
尻
を
解
か
ん
と
す
る
い
労
力
で
あ
る
。
出
し
て
、

は
な
ハ
の
山
者
数
己
如
、
・
初
出
丘
広
三

ι正
明
子
孫
抗
氏

協
し
¢
を
掲
げ
て
論
を
な
し
，
左
は
球
、
正
は
抗
予
坊
は
名
な
り

人
郎
氏
は
李
成
部
七
八
、

尤
民
一
一
日
不
風
俗
治
，

泣
亡
人
よ

，‘
.
m
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a
t
t
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え
hru各
一
、
王
将
削
判
事

Jrd
全
4
〆河
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i

J
ド
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栄
一
十
一
肱
鱗
補
注
引
風
俗
通
花
、
北
ハ
民
、

魚
川
左
丘
明
之
後
。
叉
(
一
以
)
湾
太
公
封
於
替
丘
。
子
孫
以
地
お
氏
。

と
存
す
る
も
の
を
引
い
て
、
友
丘

mw，
丘
姓
訟
を
徒
明
し
、
次
い
で
，
主
に
闘
し
で
は
‘

郎
切
停
恭
秋
市
日
友
氏
停
者
。
以
然
史
官
一
一
一
…
日
之
。
如
可
民
法
書
今
名
史
記
也
口
春
秋
公
ギ
穀
梁
題
姓
者
‘
モ
詩
hw詩
之
比
。
左
停
不
題

姓
点
作
。
拷
詩
魚
H

詩
之
比
。
一
氏
、
々
，
此
別
稼
秋
時
、
別
公
匁
卒
。
題
山
中
川
公
。
不
必
是
呼
加
。
司
馬
一
選
後
裕
史
選
。
不
必
姓
史
。

と
論
じ
て
居
る
。
均
K
A郎
氏
の
左
波
、
郎
姓
も
明
名
の
訟
に
従
へ
ば
，
史
記
の
ご
つ
の
文
も
易
々
、
一
的
存
共
の
金
一
通
を
制
作
と
約
し
得
る
。
九
ん

に
於
て
か
、
劉
前
一
培
は
、
前
一
花
川
北
(
の
訟
を
袋
ね
て
‘
主
命
叫
築
港
一
一
一
に
事
劉
氏
論
一
治
正
義
友
郎
明
姓
氏
絞
殺
を
作
り
、
訟
を
ん
郎
氏
に
取
っ
て
都

賀
桁
を
難
じ
，
京
都
の
震
津
俊
雄
氏
も
亦
友
体
原
始
K
於
て
‘
信
仰
針
二
家
に
焚
し
‘
円
一
疋
を
以
て
左
丘
明
姓
氏
の
問
題
は
解
決
せ
ら
れ
た
り
と

約
せ
ら
れ
た
。

然
し
乍
ら
、
築
有
を
以
て
す
れ
ば
，
論
人
郎
氏
、
所
設
に
到
し
て
疑
惑
な
き
能
は
な
い
。
部
ち
、
ん
郎
氏
郎
姓
一
訟
の
論
擦
は
、

L

っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
風
俗
一
述
の
一
一
一
一
向
た
る
特
り
必
十
左
丘
切
の
子
孫
た
る
べ
き
を
明
言
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
叉
之
を
済
太
公
封
於
管
印
に

一
一
札
、
風
俗
過
に
か

禁
け
て
雨
者
並
有
疑
問
を
有
し
て
ゐ
る
。
市
も
、
A

一
一
む
就
館
州
各
一
丘
則
，
m
附
の
傾
げ
や
は

川
似
有
宛
丘
。
尽
之
者
以
筑
姓
。
叉
料
作
丘
弱
。
後
十
介
お
丘
氏
。

と
…
枕
き
、

丘
姓
必
ヂ
し
も
，
之
を
左
正
明
太
公
の
後
に
の
み
禁
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
恐
ら
く
‘
風
俗
通
の
如
き
は
，
特
に
共
の
著

名
な
る
先
人
に
よ
り
、
左
丘
切
に
丘
と
あ
る
に
索
引
せ
ら
れ
た
附
舎
で
あ
っ
た
の
で
は
左
か
ら
う
か
。
硲
諮
あ
つ
て
の
立

で
は
あ
る
ま
い
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と
考
へ
ら
れ
る

u

か
く
て
見
れ
ば
‘
友
丘
明
の
後
世
子
孫
‘

丘
姓
を
和
し
た
と
簡
や
ノ
る
本
は
悼
平
に
過
ぐ
と
抑
制
せ
ら
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い

か
。
合
疋
践
は
更
に
宰
府
公
の
山
中
を
以
て
左
丘
切
の
友
に
比
況
し
、
北
ハ
の
援
た
る
べ
き
を
設
く
の
で
あ
る
が
、
此
の
宗
左
の
比
況
は
、
沼
市

し
て
共
の
ま
L
K
可
在
り
と
し
て
肯
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
る
ら
う
か
。
思
ふ
に
、
宰
は
北
ハ
の
揺
る
所
の
む
織
を
示
し
‘
之
を
以
て
競
と
な

す
意
義
は
之
を
-
認
む
べ
き
も
，
左
に
至
つ
て
は
、
共
の
官
織
の
何
た
る
か
を
知
り
得
ぬ
の
で
あ
る
。
左
史
の
官
、
な
る
か
故
花
、
左
を
競
と
な



一一一司102一一一

す
と
と
恰
も
ん
ψ
同
月
公
の
平
の
加
し
と
は
惑
や
ノ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
d

若
し
、
左
に
比
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
ズ
宗
小
宰
内
宰
等
に
於
け

る
火
小
内
外
需
を
以
て
す
、
べ
き
で
る
り
事
恋
し
山
中
広
況
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
，
上
正
史
の
史
を
以
て
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
川
市
し
て
、
然
り
ど

T

れ
ば
‘
金
氏
が
山
中
を
以
て
五

ι比
況
し
た
る
は
，
米
だ
北
ハ
の
立
し
き
、
を
仰
い
げ
ざ
る
も
の
な
り
と
、
一
一
一
一
口
は
れ
ざ
る
を
作
む
の
で
あ
る
c

丸
つ
、
之

を
左
停
の
仰
に
見
る
に
，
官
級
広
於
け
る
左
右
大
小
内
外
の
等
を
以
て
絞
と
な
し
.
北
ハ
の
姓
氏
名
の
上
K
冠
す
る
の
例
は
求
め
て
未
だ
之
を

得
ぬ
の
で
あ
る
。

か
く
て
見
れ
ば
、
北
九
の
左
枕
設
も
頗
る
佳
し
む
べ
き
も
の
あ
り
と
一
一
一
一
日
は
れ
ざ
る
を
得
ぬ
。

然
ら
ば
，
左
丘
明
姓
氏
の
問
題
は
之
を
如
何
広
解
決
す
べ
き
で
あ
る
か
。
箔
者
は
之
江
闘
し
て
は
も
次
の
如
き
却
…
山
を
数
へ
て
光
丘
按
姓

訟
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
者
で
あ
る
。

つ
前
記
の
如
く

B

友
停
の
例
に
見
て
事
官
級
広
於
け
る
左
右
内
外
火
小
の
等
を
以
て
佼
と
な
し
，
北
(
の
姓
氏
の
上
民
泊
す
る
清
之
悦
…
く
、

従
っ
て
五
丘
坊
の
左
は
恐
ら
く
彼

ιあ
ら
ざ
る
べ
き
と
と
。

一
一
，
嘗
一
一
一
刊
に
丘
を
以
て
北
ハ
の
姓
氏
名

ι配
せ
る
例
を
左
停
K
求
む
る
に
も

引
ド
‘
に
1
・ュ、

備
で
ト
s
一ぶ必

A
O
H
h
i
4
?

鼻

1
L
、，

M
付

N
r
h
H

一IJ
河
川
町

(

-

J

;

 

;
:
l
'
 

A

、、砂町偽鼻、
p

z
h
}
d
f
w

〆-

1
1
J
Zノ
!
」

ぺしパ等、，号、
J
C
H
首
求

1
J
ロM
却

、

干

J

丸

l
J
ボ£

間
丘

mx
，

lijJ 

1m 

eE、

子L
Jヱ

一J
.
三
世
r
L
'
L

、、，

丸
刈
ド
」
ノ
ソ
{

小
川
者
丘
公

の
如
き
が
存
す
る
。

会j~
j王

谷川三仁、尽に
J

工、

A
Yん
H
i
t
J

。dvし

/
t
s
a

北
(
の
山
中
，
孔
丘
の
止
が
も

E
J
r
t
zじ
三
こ
…

R
-
J
，

f
J
f
H
V

一五
i
l
i
d
-
-
ゑ
っ
し

以
知
命
お
象
の
名
で
あ
る
の
外
は
、

市
し
て
、

い党丘、

主
A
W
M

幾
号
、
成
ム
，
r

に
ち

J
汗
一
攻
問
丘
也
、
γ
ν
/
j

坊
の
名
な
る
に
釘
し
，

切
の
名
た
る
を
初
挑
せ
し
め
も

五
止
の
地
名
氏
出
づ
る
あ
る
を
挺
は
し
む
る
と
と
。

h
F
J
P

仁、

寸
J

勺

I
J

改
ζ

，

l
i
 1m 

!珂

弁
一
正
問
川
和
配
し
て
之
を
凡
れ
ば
、
も

mfk

間
正
惑
く
地
名
に
取
っ
た
も
の
で
あ
り
も

¥ノトム、，

U
女

ゴ
ケ
に
〉
ト
ト
ー

イ
/
ι
r
J
d
v
ふ
広
ト

…
ー
一
冗
和
姓
抗
併
に
き
湾
総
臨
治
川
村
正
え
と
一
五
ひ
，

会
計
と
い

ιr川
万
去
さ
一
仁
王
》

-
d
l

九
ー

j
i
e
t人

4
h
Z
J
J

以
地
お
氏
と
ぷ
す
る
も
の
は
、

山
内
干
し
在
三

t
i
t
-
一/“

1
1
4

泊一

ι下
へ
志
氏
ω
ζ

，

1
4
i
i
i
t
b
む軒・

i
s

地
名
の
存
せ
し
を
一
刻
ふ
に
け
北
る
べ
き
と
と
。

問
、
史
記
内
序
に
左
丘
北
ヘ
切
と
え
へ
る
は
》
五
止
の
政
姓
た
る
主
山
内
は
す
る
と
と
，

比
宇
治
瑛
往
防
援
味

j
t
i
i
j
i
;
j
i
 

J

江
被
姓
必
を
以
て
誌
も
川
拾
を
件
た
る
も
の
で
あ
る
と
思
惟
す
る
。

る
も
の
あ
る
も
，

か
く
し
て
、

訟
に
し
て
，
五
氏
切
を
以
て
核
拡
立
り
と
す
れ
ば
、
(
光
正

人
あ
与
を
北
ハ
の
一
人
は
抗
主
、
他
の
一
人
は
政
左
止
な
り
と
は
、
似
る



に
山
内
で
て
、
信
じ
難
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
)
所
部
抜
姓
な
る
も
の
は
、
お
の
一
(
十
を
の
み
税
し
待
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ち
従
つ
で
も
史
記

ι

リ

Hz'
誇

r、
河
川
J

、ノ

4

p

d

十
二
訪
佼
ネ
哀
序
に
友
丘
明
成
在
氏
森
秋
と
云
ひ
、
左
丘
北
ヘ
明
以
有
隠
詑
ー
と
も
云
へ
た
の
で
あ
ら
う
と
想
像
せ
ら
れ
る
。

M.砂
川
い
い

3
mし

て
、
論
一
拾
の
在
正
明
の
五
氏
を
作
り
符
ぬ
事
は
も
'
説
記
庶
の
咲
越
以
来
川

ι
せ
ら
れ
た
る
所
で
あ
り
、

以
左
氏
篤
郎
明
交
絞
於
仲
足
。
今
川
悦
左
氏
併
純
潔
於
公
致
。
認
謬
安
保
。
若
郎
明
才
寅
過
人
。
川
江
主
恋
此
。
一
五
々
。
且

か~ミト代いわい一三吃、

比一仁
'v
ふ
ム
イ
に
日
間
ル

夫
子
自
此
梓
引
往
人
。
故
問
。
縞
比
於
我
老
彰
c

叉
説
的
夷
等
六
人
。
一
五
我
別
問
中
(
於
是
。
並
非
同
時
人
也

D
m明
者
支
夫
子
以
前
賢

、D
r

ド
大
主
主
率
九
官
主

k
c
平
1
1
7
7
予
選
f
迎

ノ
氏
揚
怨
議
第
五

後
人
制
約
五
氏
筑
友
丘
，
非
也
。
越
氏
円
。
公
穀
品
川
孔
子
之
後
人
。
不
知
的
資
幾
也
。
友
丘
明
乃
孔
子
以
前
賢
人
。
市
左
氏
不
知
出
於
何

、

げ

H
b
t、
叫

¥

官

代
。
舵
咲
越
立
役
以
破
之
。
未
有
的
論
。
然
後
社
総
不
以
「
江
川
お
が
…
氏
訴
、
別
自
咲
起
始
突
。
州
、
制
明
岳
山
U

ト市

:一

=
f
:
l
a

叉
左
氏
関
知
自
踏
の
研
究
よ
り
し
て
も
、
北
ハ
の
成
立
年
弐
は
大
刷
版
川
紀
前
一
一
一
五
二
・
一
二
十
年
前
後
に
存
す
と
す
る
事
を
以
て
立
し
き
を
符

た
り
と
ず
く
き
が
如
く
で
あ
る

J

か
く
て
見
れ
ば
、
左
氏
、
関
誌
の
作
者
を
以
て
論
訟
の
左
正
明
に
禁
け
た
る
は
、
恐
ら
く
、
左
氏
関
誌
殻

展
途
上
に
於
け
る
一
附
舎
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
次
F

ト
、
史
公
は
何
に
仲
拾
い
て
、
自
序
(
並

ι報
任
安
世
一
日
)
花
於
て
左
丘
失
明
阪
有

閣
一
訟
の
事
を
立
言
し
得
た
の
で
あ
ら
う
か
。

筆
者
は
関
誇
左
氏
の
成
立
に
剥
し
て
は
、
ー
ハ
の
時
前
後
悲
し
く
は
相
去
ら
十
、
大
館
凶
紀
前
三
百
二
・
三
十
年
以
K
成
立
し
も
市
も
左
氏
は

蹴
一
詩
よ
り
取
れ
り
と
の
考
へ
を
懐
く
も
の
で
あ
る
が
、
(
此
の
事

ι闘
し
て
は
後
日
再
び
迷
べ
る
機
合
も
あ
ら
う
と
忠
ふ
，
今
日
は
紙
数
の
都

合
で
欠
く
と
と
L
す
る
。
)
共
の
内
閣
誌
を
以
て
始
め
楽
部
警
設

ω窮
K
議
前
せ
ら
れ
‘
後
逐

ιそ
れ
ら
の
中
の
何
人
か
K
よ
っ
て
成
著
せ
ら
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た
る
も
の
に
非
や
や
と
疑
ふ
者
で
あ
る
む
然
ら
ば
、
此
の
題
詩
K
関
す
る
想
定
は
ち
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。

一
、
前
掲
史
記
太
史
公
自
序
の
文

夫
詩
帯
一
向
陰
者
。
欲
逐
北
ハ
芯
之
忠
也
。
す
四
位
拘
美
塁
。
演
向
易
。
孔
子
厄
除
去
ん
。
作
恭
秋
。
尽
原
放
逐
。
ル
キ
ー
離
駁
。
左
丘
北
へ
間
切
c

…
欧
十
句

麗
語
。
孫
子
康
開
。
市
論
兵
法
。
不
意
遠
山
勾
c

世
倖
呂
覧
。
斡
非
凶
泰
c

一
設
難
孤
州
問
。
詩
三
百
第
。
大
打
賢
聖
護
被
之
所
長
作
也
。
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之
を
見
る
に
事
前
広
も
段

ι一
五
へ
る
が
如
く
、
左
丘
失
明
厳
存
額
一
誌
を
徐
く
の
位
争
各
人
成
者
の
事
業
と
も
災
厄
に
選
逢
せ
る
の
事
と
は
、

共
の
時
或
は
前
一
後
相
反
す
る
も
の
る
り
と
姥
も
も
一
向
も
成
者
と
災
氾
と
は
、
綿
々
中
十
〈
々
に
悉
く
各
人
に
攻
っ
て
事
賞
で
あ
る
。
採
れ
江
‘

北
ハ
の
間
に
介
在
す
る
友
丘
北
八
明
一
飲
有
感
一
誌
の
事
も
，
亦
必
ム
グ
何
等
か
の
事
震
を
停
承
せ
る
事
花
器
く
記
録
な
り
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
お
。

七=

く
て
考
ふ
れ
ば
，
M

関
誌
は
史
公

ιよ
り
必
や
ノ
奇
人
の
作
る
所
な
り
と
い
炉
問
ぜ
ら
れ
て
居
っ
た
と
云
は
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
。

二
、
問
問
…
訪
五
氏
の
中
に
は
，
詩
の
成
立
を
設
き
ち
或
は
之
を
賎
し
一
一
部
し
奏
す
の
中
一
可
詩
を
迷
ぷ
る
も
の
極
め
て
多
く
、
ま

L
A認
を
引
く
も

の
も
多
る
。
北
九
の
還
の
人
氏
非
ざ
れ
ば
・
恐
ら
く
新
く
の
如
く
な
る
を
得
宇
，
常
人
の
決
し
て
希
及
し
得
べ
き
所
で
は
な
い
。
然
る
K
，
十
は

す
汗
は
奇
人
の
司
る
所
で
あ
り
、
(
北
ハ
の
立
花
率
一
志
る
が
伐
)
、
間
内
総
春
官
宗
佑

ιは
，
機
水
官

ι大
可
業
以
下
大
師
小
的
替
低
限
瞭
の
腐
を

拐
げ
，
叉
左
傍
袈
公
十
同
年
に
設
問
然
詩
と
殺
せ
て
ゐ
る
。
か
く
て
古
す
持
は
襲
撃
磁
の
司
る
所
な
る
江
省
み
れ
ば
、
関
誌
の
成
立
は
、
恐

ら
く
か
く
の
如
き
人
に
よ
っ
た
も
の
で
る
ら
う
。

一
二
、
同
一
政
友
氏
を
見
る

ι、
好
ん
で
将
来
を
ト
L
B
天
遂
を
去
っ
て
ゐ
る
。
査
し
も
将
来
を
z

干
し
，
天
遣
を
え
ふ
は
，
走
れ
叉
多
く
務
史
の

一
一
り
る
所
で
あ
っ
た
。

作
伐
川
川
。
弘
人
協
一
小
免
於
muo

今
計
日
。
将
有
鼠

G

敬
仰
向
天
道
子
。
抑
人
故
也
。
草
子
お
日
。
者
非
路
間
史
。
方
知
一
大
退
。
刈
山
川
.
、
、

wm-vm
「

i

時?な
2
1
1
0

制
定
七
江
o

山
支
-
Y
Z川収、

サル

J
L
二仲

Z
u
-
-
r仕
立
中
ィ
J
/
平
山
相

J
'
μ
J
た
イ
パ
叩

4
J
ι

一九

hm，
す
之
仏
川
公
也
。
政
在
火
一
大
。
関
伯
之
足
也
c

…
註
紀
雨
入
。

一
十
一
一
土
。
腎
史
之
記
日
。
度
叔
之
サ
ぃ
。

持
如
潟
数
。

然
れ
ば
，
獄
は
も
亦
一
六
遂
を
知
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

及
ポ
汚
号
亡
、
時
保
一

'
'
i
d
v
d
d
t
jノ
ノ
ケ

4

・3配
管

λ
U
L
μ
V
E
-
-

伊

が
存
し
た
と
去
ふ
。
砲
し
て
‘

ナ」

G

師
事
一
筋
去
五
体
諸
ト
談
。
川
川
小
作
似
走
法
寄
者
姓
名
告
。

と
日
以
ひ
も
・
史
治
氏
、



帥
泰
多
核
春
秋
時
笈
者
総
続
。
作
左
侍
相
絞
。
途
知
…
一
学
先
舛
。

と
殺
せ
て
ゐ
る
。
忠
ふ
に
的
春
は
左
停
に
山
内
づ
る
習
の
仰
い
阪
と
向
様
、
北
ハ
の
椛
恭
一
川
に
存
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
、
之
も
亦
繁
一
川

天
遜
を
一
以
ふ
の
設
と
な
す
事
が
出
来
一
る
。

問
、
開
設
刊
か
一
氏
の
中
に
は
，
古
山
市
…
土
諸
佼
凶
の
世
系
譜
を
和
す
る
も
の
が
多
い
。
市
し
て
、
問
機
十
本
合
宗
伯
に
は
，

波
間
藤
栄
播
兆
波
枕
歌
域
消
管
弦
歌
。
誠
一
泊
詩
世
会
紫
。
茨
琴
怒
。

一
応
，
社
子
泰
一
辺
、
市
認
伐
定
，
北
(
(
干
狩
川
公
。
書
亦
或
お
集
。
世
奨
紫
、
前
…
常
紫
、
卿
火
点
〈
叶
ぃ
本
之
民
是
也
。
小
史
火
序
光
一
千
一
之
・
壮
、
昭

砂
之
紫
，
迷
北
ハ
徳
行
事
怒
段
主
一
一
辺
川
、
井
一
前
世
紫
、
以
戒
徽
入
計
也
。
故
側
諸
問
、
教
之
川
問
、
市
伐
之
昭
明
徳
山
焼
陶
昏
張
。

以
体
憾
北
ハ
動
。
玄
関
誠
一
前
詩
，
主
関
係
作
絞
殺
時
也
。
誠
一
一
訓
正
治
功
之
詩
‘
以
民
説
。
叶
'
之
市
定
北
〈
禁
。
読
書
於
世
本
也
。

(
議
話
一
部
門
品
川
実
繋
句
切
有
了
。

一
者
調
部
刊
日
付
潟
句
、
俳
一
件
処
繋
銭
勾
、

一
者
頭
部
詩
世
活
勾
、
奨
繋
錦
句
。
)

と
咋
一
附
し
て
ゐ
る
。
北
ハ
の
初
切
に
‘
就
い
て
は
，
社
子
孫
，
郷
ド
ぷ
冗
広
之
を
川
北

(ι
し
て
ゐ
る
が
ー
と
ま
れ
.
ー
ハ
の
何
れ
に
よ
る
も
，
努
践
が
、

古
市
一
土
諸
侯
閣
の
世
系
に
遁
じ
、
之
を
一
一
川
れ
る
と
と
を
奈
す
べ
く
、
之
を
以
て
も
又
国
詰
左
氏
と
菩
践
と
の
例
制
凶
を
窺
ひ
得
べ
し
。

五
、
丹
羽
初
主
義
氏
若
文
那
…
股
・
待
望
汚
点
抑
制
唱
民
よ
る
広
三
裂
が
史
の
手
広
移
る
ま
で
は
も
と
よ
り
も
移
っ
て
後
も
、
記
録

ι
よ
っ
て

侍
へ
ら
れ
た
も
の
は
、
大
樫
史
の
る
俵
憾
と
腎
と
に
闘
す
る
と
と
の
み
で
、
そ
の
他
の
級
務
の
資
際
上
の
知
識
以
外
の
と
と
が
停
へ
ら

れ
た
の
は
資
促
誠
一
綿
花
ょ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
菩
と
か
肢
と
か
姉
と
か
の
肢
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
:
捻
認
を
そ
の
ま
L

議

一
泊
す
る
と
い
ふ
と
と
は
，
や
が
て
変
速
し
て
自
ら
事
事
左
記
述
し
も
之
を
議
論
し
て
態
へ
る
に
至
っ
た
:
:
:
二
と
え
は
れ
，
叉
氏
に
よ
れ

山一-105一一一

ば
左
停
は
記
録
と
誠
治
と
が
、
北
(
の
一
内
容
民
於
て
結
合
し
た
も
の
な
る
と
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
共
し
て
、
然
り
と
な
せ
ば
、
警
繋
が
、

閣
諾
左
氏
に
記
載
せ
ら
る
L

訟
誌
を
一
議
論
し
，
迭
に
成
著
す
る
に
至
り
た
h

り
と
な
す
も
、
必
じ
し
も
附
舎
な
り
と
和
す
べ
き
で
は
な
い
。

六
事
題
し
て
圏
諸
の
一
誌
と
云
ふ
は
、
回
一
説
子
公
主
箆
に
所
誤
魯
誌
が
魯
箆
の
一
一
言
葉
と
も
似
併
せ
ら
る
べ
き
が
い
刈
く
も
各
協
附
設
話
の
羽
側
諸
を
意
味

し
，
後
世
の
所
朝
一
塁
間
h

り
物
の
意
義
を
共
の
内
に
含
ん
で
即
応
っ
た
の
で
は
と
か
ら
う
か
。
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筆
者
は
以
上
の
い
ル
き
想
定
の
下
K
E
我
説
記
於
け
る
n戦
記
文
撃
事
一
千
家
物
語
が
予
琵
琶
法
的
の
口
舌
主
体
承
せ
ら
れ
て
事
設
に
成
若
せ
ら

ト
札
る
に
一
ム
ヰ
り
た
る
一
品
質
を
想
起
し
ョ
関
一
誌
も
亦
普
段
の
徒
に
よ
っ
て
認
話
せ
ら
れ
事
迭
に
竹
内
山
に
あ
ら
は
さ
る

L

K
至
っ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
疑
ふ
者
で
あ
る
。

若
し
、
来
し
て
然
り
と
す
れ
ば
も
友
氏
が
左

f

江
川
加
と
関
税
付
け
ら
れ
も
従
っ
て

B

そ
れ
と
諾
接
不
可
分
な
樹
係
宇
一
保
つ
関
訟
も
亦
左
丘
明

と
の
勝
悠
一
を
後
生

L
，
一
間
も
、
協
一
誌
の
場
合
広
あ
り
で
は
、
克
K
安
咳
之
を
作
る
の
一
品
質
体
承
も
加
ハ

J

て
、
山
遂
K
左
丘
北
〈
別
紙
有
凶
器
と

ふ
が
如
く
に
な
っ
た
の
で
は
左
か
ら
う
か
c

と
ま
れ
，
銃
に
し
て
ち
左
氏
部
秋
の
左
氏
は
友
丘
切
に
非
・
一
ペ
方
一
正
切
な
り
と
な
す
は
、
あ
る
一
時
代
に
於
け
る
附
Awu
な
り
と
す
る
な
ら
ば
、

抑
々
左
氏
と
は
如
何
在
る
人
で
あ
ら
う
か
。

米
子
は
之
に
関
し
て
事

或
一
五
、
左
氏
岡
山
花
楚
史
街
初
之
後
。
故
軟
禁
史
較
詳
。
叫
一
円

0

4

/

 

と
一
広
ひ
，
郷
株
亦

五
氏
之
響
、
序
背
楚
苓
詳
。
加
娃
削
減
U

強
拾
一
保
容
器
、
山
川
左
氏
お
知
人
。
…
~
惚
奥
論

L
q
U
L
P
 

と
論
じ
て
，
芳
一
氏
楚
人
訟
を
取
る
の
で
あ
る
。

れ

ωι
、‘k
J

U
H円

A
J
d

出
m
w
ペ
ロ
ゲ
m
H
H
・
込
山
ハ
記
山
也
ペ
め
ロ

ト
L

、、ノ

e

叫ん
J

グ

ヘ
ハ
ー
サ
た
れ
京
、
も
え
ま
方
議
叫
ん
間
と
柄
本
ず
プ
工
、

〆
コ
ト
コ
も
Y

{

1

，
f
h
y
z
s
J司
i
4
1
£
1
1

〈
づ
一
口
事
、

i
i

の
一
山
一
係
及
共
性
質
に
於
て
、

入

H
U

‘‘し、ノ‘・
h
l

‘p
g
t
ヘ、

話
、
五
グ
一
討
を
い
ん

て
，
許
認
な
り
と
仮
定
し
も

ι

J

山
り
と
ノ

h
u
y
A

，

f
事

μσ
件
以

υづ

¥
(
一
一
一
)
、
斯
(
日
比
何
の
波
)
，
(
凶
)
，

乎
(
於
の

)
、
(
瓦
)
、

;許

Wl 
グ〉

r、、

一'

'-〆、

五
と
如
、
(
一
己
、

見
(
(
疑
問
…
花
見

1
c
c》

と
を
校
来
っ
て
‘
之
を
正
体
の
出
訟
と
比
絞
し
、

及
と
興
事
(
按
私
お
冗

パ
詰
流
系
的
に
‘
た
い

，七

於
).. 

氏
の
成
立
が
A
A
W

の
同
氏
起
す
べ
き
か
芯
か
を
い
伏
広
せ
ん
と
試
み
た
。

品j

し
-r 

働
、
‘
i
i
;
:
d

晶

Z
j
'

一
宏
林
間
不
問
先
託
子
作
Nr一

一
一
，
左
体
不
発
孔
子
弟
子
作
迎
。

子
」
作
一
的
。
山
門
誌
弘
行
詰
先
会
不
問
的
方
一
一
一
一
日
お
的
。



三
、
友
体
或
者
一
例
人
作
者
、
或
梓
走
1

1

似
如
沙
腕
的
話
是
対
的
1
1
1
殺
例
入
作
的
、
一
郎
溺
於
一
側
地
方
的
。
間
鋳
物
的
文
法
是
全
装
一
致

的
。
所
以
仮
使
地
i
i
i或
者
他
的
l
i
s採
用
各
倒
的
事
秋
作
材
料
。
が
盤
他
i

i
或
者
他
例
i
i
i並
不
是
彼
簡
単
的
犯
物
約
一
撚
起
来
。

資
荘
内
疋
別
他
的
自
己
的
知
一
一
一
一
川
従
新
お
的
。
(
問
問
侃
如
獄
誌
に
依
る
)

と
結
論
し
た
。

高
木
伐
の
研
究
そ
れ
白
身
に
州
制
し
て
は
も
…
・
一
一
一
疑
問
を
さ
し
は
さ
む
べ
き
徐
地
は
存
ず
る
の
で
あ
る
が
、
ま
づ
‘
左
氏
作

者
を
以
て
祢
人

K
非
ヂ
と
な
す
従
来
初
公
正
比
し
て
、
八
以
も
外
型
的
沿
明
法
を
取
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
去
ふ
れ
が
出
来
よ
う
と
氾

ふ
。
従
っ
て
、

此
の
立
場
を
肯
定
す
る
刊
は
り
ち
史
記
以
下
が
、

爪
ハ
計
子
光
明
ー
と
糾
し
た
祢
計
千
訟
4
亦
z
円
ら
附
舎
に
川
づ
る
も
の
あ
る
を
知

ら
ね
ば
友
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

市
し
て
、
今
史
に
、
朱
鄭
立
設
の
如
く
，
分
同
記
い
や
の
洋
簡
が
、
作
者
の
地
方
を
決
定
す
る
上
に
、
何
等
か
の
椛
利
を
保
有
す
る
一
品
の
肯
定

の
上
に
立
っ
て
，
街
来
日
…
交
の
分
凶
ぃ
下
詳
簡
の
統
系
に
依
れ
ば
、

左
菅一一26.5%

楚ー-18.% 

呑-14.%

秀一-10.% 

実15-10.%

認す一一 6. % 

5. % 

j司一一-4. % 

%
 

は
ア

泰一-1.5% 

~l-- 1. % 

1Jif-1.%  
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と
な
り
，
菅
を
第
一
民
数
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
市
し
て
，
清
儒
挑
翁
字
妓
俸
は
色
け
っ
て
、
左
体
成
立
に
就
き
て
訟
を
成
し
、

余
考
北
パ
番
。
於
貌
氏
事
‘
活
飾
尤
甚
一
。
議
以
震
央
起
錦
之
者
。
捺

h

一
ん
多
。
夫
説
経
紅
普
悼
公
時
‘
市
佐
新
卒
、
在
七
人
下
耳
。
安
得
子

鄭
之
後
賜
薬
務
以
町
民
経
。
貌
獄
子
ム
ロ
諸
侯
干
位
之
入
。
市
迷
ル
北
ヘ
匁
以
之
英
語
。
不
他
共
存
。
此
宣
伝
史
所
お
論
本
事
市
錦
之
一
偶
者
w
m
D

閣
成
之
銭
。
歪
季
札
時
，
亡
久
尖
。
呉
羽
部
等
部
札
胡
溺
一
笑
之
向
。
以
徳
一
輪
此
則
明
主
也
。
此
鋭
4

人
名
公
侯
子
孫
必
復
北
ハ
始
之
一
品
。
片
山
U
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法
節
以
如
貌
究
者
也
。
叉
忘
明
一
土
之
稿
。
一
ニ
菅
築
位
後
之
話
。
乃
非
季
札
持
所
玄
有
c

議
以
見
北
(
一
惑
耳

G

一
広
一
弓
〈
左
倖
都
注
序
〉
‘

と
去
ふ
。
央
起
錦
之
者
茶
尤
多
の
設
は
，
別
録
記
載
の
先
案
左
足
傍
流
に
基
い
た
も
の
で
あ
っ
て
‘
取
る
べ
か
ら
ざ
る
の
訟
で
あ
る
が
，
之

を
背
後
の
一
一
一
誠
に
か
け
て
も
活
節
悲
し
と
な
せ
る
誌
は
も
拘
に
左
停
を
見
て
も
背
肇
乞
あ
た
れ
り
と
す
べ
く
‘
叉
之
を
前
招
衛
氏
統
計
表
の

官
事
記
放
の
最
多
な
る

ι顧
み
れ
ば
，
左
氏
作
者
は
も
北
ハ
の
磁
或
は
哲
三
分
後
の
一
裂
に
あ
っ
た
も
の
で
は
左
か
ら
う
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
も

の
で
る
る
。

綜
非
子
の
中

ιは
，
街
広
左
氏
な
る
地
名
の
存
し
た
事
が
…
一
一
一
?
c
れ
て
居
る
。

続
い
樹
君
之
待
。
有
符
燦
。
逃
之
録
。
肉
銭
安
正
之
后
治
約
。
街
制
一
対
向
之

G

使
人
語
以
五
十
金
支
之
。
五
反
市
税
正
不
予
。
乃
以
左
氏

糊
闘
い
小
笠

F
2
0
群
里
会
訪
問
。
夫
以
一
都
民
砕
け
燦
可
乎
。
一
士
一
ハ
。
非
子
之
所
知
也
。
夫
注
…
小

o
E
2…
大
。
法
不
立
市
一
叫
紘
一
小

必
。
錐
有
十
志
氏
。
知
市
批
也
。
法
立
市
一
抹
必
。
雌
犬
十
五
氏
紙
一
は
ず
也
。
毅
一
土
尚
之
日
。
主
欽
治
市
不
成
之
不
詳
。
附
絞
一
泊
柱
。
徒
献
之
。

内
館
設
上
、
戦
凶
紫

街
策
有
前
町
向
文
、

仏
れ
ド
ゴ
川

p
w
'
k
l

央
怒
街
五
氏
中
入
也

G

抑
制
一
れ
ρ
、

と
-
存
す
る
も
の
は
是
で
あ
る
。
岐
に
、
地
名
K
左
氏
と
一
石
ふ
。
北
パ
の
名
の
出
っ
て
起
る
所
以
を
考
へ
て
見
る
と
‘
北
ハ
の
地
に
一
光
、
左
を
以
て

氏
と
な
す
も
の
〈
或
は
一
一
以
族
か
)
あ
り
，
進
一
九
段
っ
て
北
ハ
の
色
地
に
名
付
け
た
す
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ね
。

の
水
紘
一
刊
を
十
つ
局
長
り
へ
来
週
博
被

F1

十

語

、

-

鯨

南

之

鋒

と
ま
れ
，
在
氏
な
る
地
名
が
、

戦
同
常
時
徹
氏
ハ
作
し
た
事
は
平
安
で
あ
る
。
法
の

h
i
5
r
k
F

、ri
~
ごバ

37111VF3~'lρ
三

r
o
a
3
1
0

州

代

オ

ん
J

一月刊将、

iuh語
、
完
逗

JR

と
絞
せ
て
、
博
俊
民

る
も
の
L
存
し
た
一
与
を
止
し
て

り
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
和
秋
毅
川
治
体
と
地
名
教
段
、

此
の
毅
い
仰
木
半
の
山
知
名
を
以
て
十
川
合
よ
り
小
一
什
せ
る
も
の
な

と
品
川
名
花
氏
と
の
補
者
の
相
関
は
，
何
ん
も
か
の
類
推
を
可
能
な
ら
し
む
る

も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
部
ち
此
等
小
川
ザ
秋
惇
の
名
抑
制
は
も

氏
ん
が
款
の
作
者
は
、
或
は

で
あ
る
。
疑
へ
ば
，

此
の
誠
一
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ

G

段
以
内
常
時
総
と
一
裂
と
法
万
一
広
境
を
接
し
て
居
っ
た
の
で

V 円

L 



あ
る
か
ら
，
何
等
か
の
本
質
が
伏
布
し
て
、
途
に
前
越
の
如
く
》
音
鋭
の
事
を
誇
美
し
て
多
く
記
故
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
も
理
解

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

Q

背
番
来
日
官
僚
記
戦
の
汲
家
出
土
繋
自
の
中
に
も

関
誌
三
筋
、
一
一
一
一
川
楚
宮
本
。
ハ
名
一
一
一
筋
似
総
詑
。
叉
似
璃
雅
論
語
。
)
郎
容
一
街
。
時
一
市
左
係
諸
ト
笈
。
的
春
似
是
逃
卦
一
一
向
者
姓
名
也
。

と
存
す
る

G

出
土
設
問
問
に
つ
い
て
は
兵
訟
は
あ
る
が
、
と
の
来
信
停
に
よ
っ
て
考
へ
れ
ば
、
左
氏
と
お
接
不
可
分
の
蹄
係
を
保
つ
閣
一
語
(
国

訪
八
万
儲
詑
事
詳
簡
絞
系
は
、
衛
氏

ιよ
れ
ば
も
百
分
率
に
於
て
音
問
一
、
純
一
九
、
楚
十
も
央
八
、
越
六
、
鄭
間
と
な
っ
て
ゐ
る
。
)
、
並
に
、

主
体
認
の
ト
笈
を
寄
せ
り
と
一
試
ふ
的
恭
一
筋
が
‘
鋭
王
の
十
は
以
中
よ
り
後
期
さ
れ
と
一
五
ふ
事
も
、
左
氏
作
者
を
考
ふ
る
上
に
於
て
何
等
か
の

示
唆
を
含
む
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ね
。
(
一
月
二
十
二
日
)
、
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